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1 はじめに 

令和 4 年 3 月浜田市議会定例会議の開会に当たり、今後の市政

運営に関する所信を申し述べ、議員並びに市民の皆さんのご理解

とご協力を賜りたいと存じます。 

長引く新型コロナウイルス感染症は、本年初め頃から全国的に

第 6 波が発生し、本市においても市民生活に大きな影響を及ぼし

ております。引き続き、感染症対策の徹底を図るとともに、ワク

チンの 3 回目接種を推進し、市民の皆さんの暮らしや地域経済を

支える各種支援策には、スピード感を持って対応してまいります。 

昨年 12 月には、「第 2 次浜田市総合振興計画 後期基本計画」

を策定いたしました。本年 4 月からの 4 年間は、この後期基本計

画を市政運営の最も基本となる指針とし、「ＳＤＧｓ
エスディージーズ

」を踏まえた

持続可能なまちを目指し、「住みたい 住んでよかった 魅力いっ

ぱい 元気な浜田」の実現に取り組んでまいります。 

それでは、令和 4 年度の施策につきまして、主な事項を説明い

たします。 

 

2 特に力を入れる政策 

（1）主な若者対策 

令和 3 年 12 月市議会定例会議における所信表明でも申し上げま
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したとおり、本任期においては、特に 2 つの政策に力を入れてま

いります。 

1 つ目は、「若者対策」であります。 

少子化の大きな要因として、若者の減少が挙げられます。その

対策として、令和 3 年度から、若者の「出会い・結婚・出産・子

育て」をトータルで応援する事業に取り組んでおります。また、

新たに、結婚したカップルや赤ちゃん誕生世帯への応援金、第 3

子以降の保育料及び保育所等の給食費の無償化を始め、令和 4 年

度からは、子ども医療費の助成を、これまでの中学生から 18 歳ま

でに拡充いたします。 

さらに、若者を支援する事業の創出、拡充に取り組みます。 

具体的には、ＵＩターン者向けに、空き家バンク物件の改修費

助成の上乗せや、農業や漁業研修終了後の定着を促す制度の創設

などを行います。また、地域で活躍する若者を応援するため、若

者が起業した場合の起業時補助金の上乗せや、昨年設立された

「若者会議」への活動支援を行ってまいります。 

浜田市で生活する若者の暮らしを支えるためには、雇用の場の

確保も重要であります。ウェブサイト「働こう＠浜田」を活用し、

地元企業の魅力をアピールするなど、若者の雇用確保や定住促進

に努めてまいります。 
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また、本年 2 月にリニューアルしました、移住・定住サイト「は

まだぐらし」による情報発信に努め、「浜っ子ＬＩＮＥクラブ」

を活用し、市外在住の若者とのつながりを持ち、ＵＩターンにつ

なげてまいります。 

（2）協働のまちづくりの推進 

 2 つ目は、「協働のまちづくりの推進」であります。 

「浜田市協働のまちづくり推進条例」の基本理念の実現を目指

し、令和3年度に、「浜田市協働のまちづくり推進計画」を策定い

たします。 

計画に掲げる具体的な施策を展開し、市民の皆さん、地域で活

動する様々な団体や事業者の皆さんと力を合わせながら、協働に

よる持続可能で元気なまちづくりを進めてまいります。 

また、まちづくりセンターや、まちづくりコーディネーターと

連携し、引き続き、地区まちづくり推進委員会の設立や活動に対

する支援を行ってまいります。 

特に人口が多い地区のまちづくりセンターにおいては、拠点整

備の要望もいただいております。まずは、石見まちづくりセンタ

ーを補完する「（仮称）長沢サブセンター」の整備を進めてまい

ります。 

なお、市役所内におきましても、全庁的な組織として市長をト
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ップとする協働推進本部を設置し、本庁支所の各課に協働推進員

を配置し、協働を推進してまいります。 

 

続いて、「第 2 次浜田市総合振興計画」の 7 つの「まちづくりの

大綱」に沿って、主な事項を説明いたします。 

 

3 7 つのまちづくり大綱 

Ⅰ 活力のある産業を育て雇用をつくるまち 

大綱の 1 つ目「活力のある産業を育て雇用をつくるまち」につ

きましては、6 点について申し上げます。 

 

（1）水産業の振興 

1 点目は、水産業の振興についてであります。 

令和 3 年の水揚げは、漁業資源の減少に加え、昨年 3 月に発生

した地元まき網漁船の事故等により厳しい状況ではありましたが、

地元漁業者のご努力に加え、緊急対策として外来船に対する入港

奨励支援を行ったこともあり、水揚金額は 37 億 3,800 万円と、前

年を上回りました。 

将来にわたって水産浜田として生き残るためには、地元漁船を

存続させることが重要であります。特に沖合底びき網漁船団につ
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いては、漁船の老朽化が進んでおり、事業継続には新船建造が不

可欠であります。令和 4 年度は、島根県と連携して新船建造に対

する支援制度を創設し、事業継続を後押しいたします。 

高度衛生管理型荷さばき所につきましては、まき網漁業用の 7

号荷捌所が令和 2 年度に完成しました。令和 3 年度には沖合底び

き網漁業用の 4 号荷さばき所の建設工事に着手し、令和 4 年度の

完成を目指します。 

はまだお魚市場につきましては、令和 3 年 7 月にグランドオー

プンして以降、県内外の多くの方にご来場いただき、賑わってお

ります。引き続き、指定管理者や水産関係者と連携し、更なる賑

わいの創出に努めてまいります。 

瀬戸ヶ島埋立地を活用した陸上養殖事業につきましては、新型

コロナの影響で共同研究が中断しておりますが、できるだけ早い

研究再開に向けて、水産関連企業に働きかけを行ってまいります。 

（2）農林業の振興 

2 点目に、農林業の振興についてであります。 

農業の振興につきましては、これまで儲かる農業の実現に向け、

有機野菜を加えた 4 つの振興作物に対する支援等を行ってまいり

ました。国においては、「みどりの食料システム戦略」を策定し、

有機農業を推進されており、本市においても、今後、特に有機農
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業の取組面積の拡大を図るとともに、露地有機野菜の栽培に取り

組んでまいります。 

また、集落営農組織等の広域連携や、中山間地域等直接支払制

度における集落協定の広域化、農作業の省力化にも努めます。 

担い手育成では、まちづくり振興基金の中山間地域振興枠を活

用し、新たに実施する「担い手等育成支援事業」により、地域農

業の担い手の育成に努めてまいります。 

有害鳥獣の被害防止対策につきましては、集落ぐるみで鳥獣被

害対策を行うモデル集落の育成を図り、地域全体での効果的な対

策に取り組んでまいります。 

林業の振興につきましては、これまで、市内の森林整備、林業

従事者の人材育成、市産材の利用促進、木育の普及などに取り組

んでまいりました。今後も、森林環境譲与税を有効活用し、引き

続き、森林環境の整備や地域林業の活性化を推進いたします。 

（3）商工業の振興 

3 点目に、商工業の振興についてであります。 

長期化するコロナ禍において、多くの市内事業所では厳しい経

営状況が続いております。引き続き、国や県の支援策を補完する

とともに、地域特性を考慮し、事業者に寄り添った支援を行って

まいります。 
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事業承継につきましては、研修 3 年目を迎える地域おこし協力

隊員が任期終了後に本市に定着できるよう、関係機関と一緒にサ

ポートいたします。また、新たに募集する協力隊員と後継者不在

事業所等とのマッチングの支援を行ってまいります。 

起業・創業につきましては、セミナーの開催や補助金支援によ

り、令和 3 年度は 1 月までで 5 件の起業につながりました。引き

続き、セミナー開催などの支援を行うとともに、起業間もない方

へのフォローアップを充実いたします。 

ＢＵＹ浜田運動につきましては、新たにＰＲ動画を作成し、更

なる認知度向上に努め、地元産品の消費拡大や商店街の賑わい創

出に努めてまいります。 

浜田産品の販路拡大につきましては、令和 3 年度は新型コロナ

の影響により、多くの事業者は十分な活動ができませんでした。

事業者からは販路開拓や新商品開発支援の要望が多くあり、令和 4

年度は、Ｗｅｂ等を活用した商談機会の創出に取り組みます。ま

た、引き続き、新規販路の開拓、商品採用の支援、商品開発や生

産体制向上など競争力強化のための支援も行ってまいります。 

ふるさと寄附におきましては、昨年 4 月から 12 月までに 11 億

600 万円のご寄附をいただき、中国 5 県で第 1 位となった前年同時

期の金額を上回りました。 
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令和 4 年度は、個人版に加え企業版ふるさと納税の推進にも取

り組んでまいります。 

（4）浜田港を活かした産業振興 

 4 点目に、浜田港を活かした産業振興についてであります。 

令和 4 年度は、浜田港福井第 2 上屋が竣工予定です。今後も、

浜田港の重要課題である大型船舶に対応した港湾整備が促進され

るよう、国や県に働きかけてまいります。 

また、コロナ禍における世界的なコンテナ不足を背景とした物

流網の混乱により、海上運賃の高騰が続いております。島根県及

び浜田港振興会と連携し、荷主企業に対する支援に取り組んでま

いります。 

クルーズ客船につきましては、新型コロナの感染拡大により、

令和 2 年度以降、入港がありません。引き続き、新型コロナの感

染状況を見ながら誘致活動に取り組んでまいります。 

（5）観光・交流の推進 

5 点目に、観光・交流の推進についてであります。 

新型コロナの感染拡大による観光客の減少のほか、イベントの

開催中止などにより、観光関連事業者や飲食店は大きな影響を受

けております。 

これまで、観光関連事業者への応援給付金や、飲食店への支援
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などに取り組み、さらに、プレミアム付「はまだ飲食・宿泊応援

チケット」を発行し、消費喚起に努めてまいりました。 

観光・交流は地域活性化の柱の 1 つであります。新型コロナの

感染状況を注視しつつ、今後も観光・誘客に力を入れてまいりま

す。 

令和 4 年度は、新たに「美肌観光推進事業」に取り組みます。

島根県が進める美肌観光と連携し、温泉を活用した交流人口の拡

大と地域活性化を目指してまいります。 

昨年 11 月には、「第 3 回全国未成線サミット in 浜田」を開催し、

全国から多くの方にお越しいただきました。今後、地域の皆さん

や関係団体と一緒に、広浜鉄道今福線を活用した観光誘客に取り

組んでまいります。 

石見神楽につきましては、本年 7 月に、東京で石見神楽国立劇

場公演を開催いたします。首都圏での認知度向上に努め、石見神

楽の本場・浜田市への誘客につなげてまいります。また、2025 年

には、大阪・関西万博が開催されます。万博での公演を視野に入

れながら、島根県や石見観光振興協議会とも連携し、石見地域で

一体となったＰＲ活動に取り組んでまいります。 

（6）企業立地と雇用の確保 

6 点目に、企業立地と雇用の確保についてであります。 



令和 4年度施政方針 

10 

企業立地につきましては、平成 29 年度からの 4 年間で 2 社の企

業誘致を実現し、この間、パートなどを含め、約 60 名の雇用の増

加となりました。引き続き、本市の地理的特性をアピールしなが

ら、誘致活動に取り組んでまいります。 

長引くコロナ禍の影響により、就職活動も多様化しています。

浜田・江津地区雇用推進協議会と連携し、高卒者の地元就職の拡

大に努めてまいります。 

また、地方での就職を希望する若者も増えているため、「働こう

＠浜田」での情報発信に努めるとともに、定住相談員によるきめ

細やかな対応によりＵＩターン者の定住につなげてまいります。 

なお、先日、本年 3 月から、浜田沖で天然ガス等の試掘調査が

行われるとの発表がありました。試掘調査の結果、商業化が実現

すれば、天然ガスの国内自給率向上に資するだけでなく、地元経

済の発展につながるものであり、島根県と連携し支援してまいり

ます。 

 

Ⅱ 健康でいきいきと暮らせるまち 

大綱の 2 つ目「健康でいきいきと暮らせるまち」につきまして

は、4 点について申し上げます。 
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（1）子どもを安心して産み育てる環境づくり 

1 点目は、子どもを安心して産み育てる環境づくりについてで

あります。 

現在整備中の子育て世代包括支援センターは、本年 4 月に開所

いたします。同センターは、市の子育て支援の新たな拠点となる

施設であり、今後、事業内容の充実に努めてまいります。 

保護者が働きやすい環境づくりにつきましては、本年 1 月に、

病後児保育事業と休日応急診療所の浜田駅北側への移転に合わせ

て、これまで休止していた病児保育事業を再開いたしました。 

また、従業員の「出会い・結婚・出産・子育て」を企業にも支

援してもらうため「応援企業認定制度」を設け、推進いたします。 

不妊治療の支援につきましては、出生数の増加に直接つながる

施策として、少子化対策の効果も大きいことから、今後も国の動

向も見ながら、より一層の充実を図ってまいります。 

子ども虐待の発生防止対策につきましては、本年 4 月に県の業

務の一部が市に移管されます。本市におきましては、子育て支援

課内に子ども家庭総合支援拠点を設置し、要支援児童、要保護児

童及びその家庭などへの支援を行い、ヤングケアラー対策にも取

り組んでまいります。 
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（2）高齢者福祉の充実 

2点目の、高齢者福祉の充実につきましては、「浜田市高齢者福

祉計画」に基づき、地域包括ケアの充実に取り組んでまいります。 

地域包括ケア推進の中心的役割を担う浜田市地域包括支援セン

ターにつきましては、令和4年度から浜田市社会福祉協議会に運営

業務を委託します。スムーズな移行ができるよう、委託先としっ

かり連携を図ってまいります。 

認知症対策につきましては、認知症高齢者等の安全確保のため

の「浜田市どんちっちＳＯＳ見守りシール」の交付を推進いたし

ます。また、認知症の方の支援を行う「チームオレンジ」を拡充

するなど、認知症の人とその家族を支える地域づくりを進めてま

いります。 

（3）障がい者福祉と地域福祉の充実 

 3 点目に、障がい者福祉と地域福祉の充実についてでありま

す。 

障がい者福祉につきましては、今年度開設しました、浜田市基

幹相談支援センターを中心に、相談支援体制のより一層の充実を

図り、障がいのある人もない人も、共に安心して暮らせるまちづ

くりに取り組んでまいります。 

地域福祉につきましては、令和 4 年度に、市の各福祉分野の上
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位計画となる「地域福祉計画」を改定し、地域で支える福祉のま

ちづくりを推進いたします。また、新たに令和 3 年度に策定しま

す「浜田市再犯防止推進計画」に基づき、犯罪をした者等の円滑

な社会復帰を支援し、市民が安全で安心して暮らせる社会を目指

します。 

（4）医療体制の充実と健康づくり・介護予防の推進 

4点目の、医療体制の充実につきましては、浜田医療センターの

更なる機能充実のため、引き続き関係機関と連携して医師確保に

取り組んでまいります。本年3月末には長年リーダーとしてやって

こられた国保診療所の医師1名が退職されますので、新たな医師の

招聘に努めます。また、看護師確保のため、浜田医療センター附

属看護学校への支援を行ってまいります。 

次に、健康づくりの推進であります。令和4年度は、「第4次浜

田市健康増進計画」及び「第4次浜田市食育推進計画」を策定して

まいります。健康寿命の延伸を目指して、事業の評価・見直しを

実施するとともに、「はまだ健康チャレンジ事業」や「いきいき

百歳体操」の普及活動に取り組んでまいります。 

 新型コロナウイルスワクチン接種につきましては、3 回目追加接

種を昨年 12 月に開始し、2 月には高齢者等への接種が本格化して

まいりました。引き続き、希望される方が円滑に接種を受けられ
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るよう、個別接種に加え集団接種も実施し、早期接種の推進に取

り組んでまいります。 

 

Ⅲ 夢を持ち郷土を愛する人を育むまち 

大綱の 3 つ目「夢を持ち郷土を愛する人を育むまち」につきま

しては、3 点について申し上げます。 

 

（1）学校教育の充実 

1 点目は、学校教育の充実についてであります。 

将来、子どもが社会の中で生きていくためには、基礎学力だけ

でなく、読解力、思考力、判断力、表現力など幅広い学力が必要

であります。また、子どもが主体的に学び、自ら課題を解決して

いこうとする気持ちを育むことも重要であり、こうした力を育む

取組を進めてまいります。併せて、ふるさとへの愛着を育む「ふ

るさと郷育」についても、引き続き推進いたします。 

また、要望の多い小中学校のトイレの洋式化につきましては、

順次取り組んでまいります。校舎につきましては 2 年間で、体育

館につきましては 4 年間での改修を計画いたします。 

公立幼稚園につきましては、令和 5 年度の長浜幼稚園の園舎を

活用した統合に向け、準備を進めてまいります。併せて、統合幼
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稚園内に、浜田市幼児教育センターと、特別な配慮を必要とする

子どもの支援の充実のための幼児通級教室を設置する予定であり、

その準備にも取り組んでまいります。 

（2）社会教育の推進 

2 点目は、社会教育の推進についてであります。 

今年度、公民館がまちづくりセンターに移行しました。 

引き続き、まちづくりセンターを拠点に協働のまちづくり並び

に社会教育及び生涯学習に取り組んでまいります。 

また、地域で活躍する人づくりやまちづくりを推進するために、

まちづくりセンター職員の社会教育士の取得を進めてまいります。 

 高校魅力化を主な目的として設置しているＨＡＭＡＤＡ教育魅

力化コンソーシアムの取組として、市内の高校との協働を通じて、

高校生の探究的な学習や主体的な地域活動への参画を支援し、地

域や未来のことを考える人づくりに取り組んでまいります。 

（3）歴史・文化の伝承と創造 

3 点目に、歴史・文化の伝承と創造についてであります。 

歴史文化保存展示施設につきましては、浜田郷土資料館が建築

後 60年以上を経過し、老朽化が著しく、展示スペースも狭いとい

う問題を抱えております。 

令和 3 年 12 月市議会定例会議の所信表明で申し上げました市民
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の皆さんとの意見交換ですが、来年度早々に、まずは、浜田市郷

土資料館の現状や建替え整備に至った経緯等について丁寧に説明

し、ご意見をお聞きした上で、今後の進め方を考えてまいりま

す。 

なお、12 月定例会議におきまして、事業名を「浜田郷土資料館

建替え整備事業」としてはどうかとのご提案をいただきました。

確かに現在の事業名では、「建替え整備」という趣旨が伝わりに

くいという気もいたします。そこで、今後、事業名を「浜田郷土

資料館建替え整備事業」に変更することといたします。 

文化財保存活用につきましては、未指定文化財も含めた地域に

おける文化財の保存活用を促進するための計画作成に着手し、ま

ずは、各地域の文化財の把握を行います。また、日本遺産に認定

された各文化財の保存活用、石見神楽関係などの文化財指定に向

けての調査に取り組んでまいります。 

 

以上、教育について、重点的な取組を述べましたが、教育方針

につきましては、後ほど教育長から申し述べます。 

 

Ⅳ 自然環境を守り活かすまち 

 大綱の 4 つ目「自然環境を守り活かすまち」につきましては、3
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点について申し上げます。 

 

（1）カーボンニュートラル、脱炭素社会の推進 

1 点目は、カーボンニュートラルの推進についてであります。 

カーボンニュートラルとは、温室効果ガスの排出をできる限り

削減するとともに、植林や森林管理などで温室効果ガスを吸収す

ることにより、実質的に温室効果ガスの排出をゼロにすることで

あります。 

政府の「2050 年カーボンニュートラル宣言」を踏まえ、脱炭素

社会の実現を目指し、本年 4 月から新たにカーボンニュートラル

推進室を設けて、取り組んでまいります。 

具体的には、「脱炭素を市民と共に学ぶ環境づくりの推進」、「地

域の再生可能エネルギー導入の支援」、「公共施設への再生可能エ

ネルギー導入の推進」などに取り組んでまいります。 

（2）循環型社会の構築 

 2 点目に、循環型社会の構築についてであります。 

循環型社会の構築に向け、ごみの減量化や資源化に関する意識

啓発に努めます。ごみを減らす 4Ｒ運動の推進に引き続き取り組み、

各種啓発活動や情報提供に努めてまいります。 

エコクリーンセンターにつきましては、「長寿命化総合計画」
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に基づき、令和 5 年度から基幹的設備改良工事を予定しており、

その準備を進めてまいります。 

なお、多くのご意見をいただいておりましたごみカレンダーに

つきましては、令和 4 年度分から文字を大きくするなどの変更を

いたします。 

（3）環境保全と快適な住環境づくりの推進 

3 点目に、環境保全と快適な住環境づくりの推進についてであり

ます。 

昨年 3 月に策定しました「第 3 次浜田市環境基本計画」に基づ

き、「豊かな自然と美しい景観を守り活かすまち」を将来像とし

て、市民と行政が一体となって、環境美化活動や住環境・自然環

境の保全に取り組んでまいります。 

 

Ⅴ 生活基盤が整った快適に暮らせるまち 

大綱の 5 つ目「生活基盤が整った快適に暮らせるまち」につき

ましては、5 点について申し上げます。 

 

（1）道路網の整備 

1 点目は、道路網の整備についてであります。 

山陰道のうち、三隅益田道路につきましては、令和 7 年度中の
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開通に向けて工事が進められております。1 日も早い完成に向けて、

引き続き国に要望してまいります。 

また、浜田道につきましても、4 車線化の優先整備区間に位置づ

けられた瑞穂・金城間の早期事業化を目指し、引き続き国に強く

要望してまいります。 

市道等の機能維持と安全面の対策につきましては、令和 3 年度

に創設した浜田市公共施設長寿命化等推進基金を財源に、道路の

修繕や橋梁の改修などを計画的に実施いたします。 

（2）公共交通の充実 

2 点目に、公共交通の充実についてであります。 

「浜田市公共交通再編計画」に基づき、令和 3 年度から新たに

導入した、ドア・トゥ・ドア型の交通手段である「あいのりタク

シー」の支援に取り組んでまいります。また、国や県に対しタク

シー事業の継続に向けた支援制度の創設を要望するとともに、市

独自の支援策を検討いたします。 

また、好評をいただいております「敬老福祉乗車券交付事業」

につきましては、障がい者無料交付の対象者も購入できるよう制

度を拡充し、引き続き実施いたします。 

（3）地域情報化の推進 

3 点目に、地域情報化の推進についてであります。 



令和 4年度施政方針 

20 

高速情報通信基盤整備であるケーブルテレビ回線の光化工事に

つきましては、令和 3年度中に幹線の光化工事が完了しますので、

令和 4 年度は、三隅地域から宅内工事に取り組んでまいります。 

あわせて、令和 3 年度に策定いたします「情報化推進計画」に

基づき、ケーブルテレビを含めた各種情報通信ネットワークの活

用を積極的に進めてまいります。 

（4）浜田駅周辺整備 

4 点目に、浜田駅周辺整備についてであります。 

君市踏切北側の道路工事については、現在までのところで、ほ

ぼ完了しております。 

君市踏切の移設工事につきましては、JR 西日本から提示された

金額について精査した上で、改めて、議会にお諮りしたいと考え

ております。 

（5）生活基盤の整備 

5 点目に、生活基盤の整備についてであります。 

水道事業につきましては、令和 4 年度も引き続き基幹管路の耐

震化を推進いたします。 

また、冬季の凍結・漏水による断水が生じないよう、対策を進

めるとともに、各種啓発や情報発信に努めてまいります。 

下水道事業につきましては、令和 8 年度から浜田処理区の供用
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を順次開始するよう、整備を進めてまいります。 

また、農業集落排水事業、漁業集落排水事業及び生活排水処理

事業については、令和 6 年 4 月の公営企業会計移行に向け、引き

続き準備を進めてまいります。 

 地籍調査につきましては、出来るだけ早期に進めるため、業務

の効率化と組織体制の充実を図り、更なる地籍調査事業の推進に

取り組んでまいります。 

 

Ⅵ 安全で安心して暮らせるまち 

大綱の 6 つ目「安全で安心して暮らせるまち」につきましては、

4 点について申し上げます。 

 

（1）災害に強いまちづくり 

1点目は、災害に強いまちづくりについてであります。 

まず、通行止めとなっている周布橋につきましては、現在、仮

橋の工事中であり、本年 3 月末までに完成する予定であります。  

歩道を確保した新たな周布橋につきましては、令和 4 年度には

詳細設計を行い、令和 6 年度末の完成を目指します。 

新しい防災ハザードマップは、昨年4月に全世帯に配布いたしま

した。近年、全国的に災害が多発していることから、市民の皆さ
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んが災害時に適切な避難行動が取れるよう、防災出前講座等を実

施して周知・啓発を図ってまいります。 

また、市民の皆さんに、重要な情報を速やかに、分かりやすく

伝えるための次期防災情報システムの導入を検討し、令和4年度中

に方針を決定いたします。 

災害発生時には、地域や近隣の人々が互いに助け合う「共助」

が必要であります。引き続き、地域住民で組織される自主防災組

織の設立や育成支援を行ってまいります。 

（2）防犯・交通安全対策 

2 点目に、防犯・交通安全対策についてであります。 

令和3年の市内刑法犯認知件数は前年に比べて増加しており、特

に還付金詐欺などの特殊詐欺の発生件数が増加傾向にあります。

引き続き、浜田警察署や関係団体と連携した防犯活動に取り組ん

でまいります。 

また、令和3年の市内の交通死亡事故は、前年と同様に1件であ

りますが、依然として、高齢者が関与する交通事故が後を絶ちま

せん。高齢者や子どもの交通安全対策に重点を置き、浜田警察署

や関係団体と連携した交通安全対策に取り組んでまいります。 

なお、小中学校の通学路及び未就学児の園外活動時の安全対策

につきましては、令和2年度から、ふるさと応援基金を活用して、
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防護柵を設置するなどの整備を行っております。令和4年度も引き

続き、危険箇所の解消に努めてまいります。 

（3）米軍機騒音問題 

3点目は、米軍機騒音問題についてであります。 

令和3年の島根県西部地域の騒音認知件数は、ピークであった平

成26年に匹敵する件数でした。市内の騒音認知件数についても、

近年、増加傾向にあります。引き続き、島根県や関係市町と一緒

になって、外務省、防衛省に対して飛行訓練の中止などの要望活

動を行ってまいります。 

（4）消防・救急体制の充実 

4点目に、消防・救急体制の充実であります。 

消防団は、消防署と連携協力して、あらゆる災害事故で活動し

ております。その活動は消火作業にとどまらず、火災予防等の巡

回広報や行方不明者の捜索救助など、多方面にわたります。消防

団員の労苦に報い、消防団員の確保にも資するよう、年報酬等の

処遇改善予算を本定例会議に提案しております。引き続き、消防

団の充実強化に努めてまいります。 

昨年は、コロナ禍で市民参加の消火訓練等が十分にできません

でした。本年は、適切な感染防止対策をとりながら積極的に実施

し、火災に強いまちづくりを進めてまいります。 
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救急体制におきましても、感染防止対策を講じて、ＡＥＤの使

い方等の応急手当講習を実施し、「まちかど救急ステーション」認

定事業所とも協力して、救急車が病院に到着するまでの救護体制

の充実を図ってまいります。 

 

Ⅶ 協働による持続可能なまち 

 大綱の 7 つ目「協働による持続可能なまち」につきましては、3

点について申し上げます。 

 

（1）定住環境づくりの推進 

1 点目は、定住環境づくりの推進であります。 

冒頭の若者対策でも述べましたが、40歳未満のＵＩターン者に

対する空き家バンク物件の改修費助成を拡充し、若者の移住促進

と空き家の有効活用に取り組んでまいります。 

また、定住相談員を中心に、きめ細やかな相談対応に努めると

ともに、市内事業所への就職支援など、関係機関と連携した取組

を推進いたします。 

さらに、国の「特定地域づくり事業」を活用し、若手音楽家の

移住促進を引き続き進めてまいります。 

浜田応援団につきましては、新型コロナの感染状況を見つつ、
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イベントのサポートや地域活動などに団員の知識や経験を活かし

ていただく取組を進めてまいります。 

また、ＩＴ人材の誘致や育成を推進するとともに、地域の若者

と交流する仕組みを検討いたします。 

（2）大学等高等教育機関との連携 

2点目に、大学等高等教育機関との連携についてであります。 

島根県立大学浜田キャンパスでは、昨年4月に国際関係学部及び

地域政策学部が設置されました。これまで以上に地域との連携・

交流が深まるよう、研究奨励金等給付事業を活用した学生の研究

支援を行うとともに、共同研究事業や浜田探索ツアー、まちなか

キャンパスなどに取り組んでまいります。 

（3）人権を尊重するまちづくりと男女共同参画社会の推進 

3 点目に、人権を尊重するまちづくりと男女共同参画社会の推進

についてであります。 

人権を尊重するまちづくりにつきましては、令和3年度に改定し

ます「浜田市人権教育・啓発推進基本計画」に基づき、一人ひと

りの個性や違いなど多様性を認め合い、人権が尊重される社会の

実現を目指します。 

また、同和問題をはじめとする様々な人権問題の解決に向けて、

地域や企業などにも積極的に研修の開催や参加を働きかけるとと
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もに、人権尊重を目指す条例の制定について検討いたします。 

男女共同参画社会の推進につきましては、令和3年度に改定しま

す「浜田市男女共同参画推進計画」に基づき、性別にとらわれず、

誰もが自分らしく生活できる社会の実現を目指します。 

  

以上、7 つの「まちづくりの大綱」に沿って、主な事項を説明い

たしました。 

 

4 各地域のまちづくり 

 次に、地域ごとの計画につきまして、説明いたします。 

 

（1）金城地域 

金城地域におきましては、「農業と観光の振興」及び「住民の生

活環境を大切にしたまちづくり」に引き続き取り組んでまいりま

す。 

農業振興につきましては、新開団地と元谷団地の大規模経営農

家を核として、大粒ぶどうや有機野菜などの産地化を目指すとと

もに、島根県と連携して指導支援を行ってまいります。 

観光振興につきましては、温泉総選挙2021「うる肌部門」第1位

を獲得した美又温泉を中心に、島根県が推進する「美肌県しまね」
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と連携し、科学的・医学的見地からの調査で実証された泉質の良

さをＰＲして、交流人口の拡大に取り組んでまいります。 

生活環境を大切にしたまちづくりにつきましては、引き続き、

家畜の臭気対策に取り組んでまいります。現在、臭気の軽減につ

ながるよう、家畜の排泄物を利用したバイオマス発電事業の検討

を事業関係者等と進めております。 

 

（2）旭地域 

旭地域におきましては、「農地保全と農業振興」、旭温泉を拠点

とした「交流人口の拡大」、住民主体の「まちづくり活動」を進め

てまいります。 

農地保全につきましては、中山間地域等直接支払制度等を活用

した広域集落組織の未設立地区において、立ち上げ支援を行って

まいります。 

農業振興につきましては、担い手となる農事組合法人やサポー

ト経営体等の体制整備、強化への支援を行ってまいります。 

交流人口の拡大につきましては、山陽方面からの玄関口となる

旭温泉を拠点とした誘客促進が重要であり、良好なアクセスと気

軽にゆったりくつろげる旭温泉の魅力をＰＲしてまいります。 

まちづくり活動につきましては、地域の課題解決に向け、住民
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と行政の協働による継続した活動につながるよう、支援を行って

まいります。 

 

（3）弥栄地域 

 弥栄地域におきましては、「農業生産と加工」と「新しい協働

によるまちづくり」に取り組んでまいります。 

 農業生産につきましては、町内 3 つの農事組合法人が合併し、

地域における担い手の新体制を構築するとともに、収益性の向上

と農作業の効率化により、持続可能な農業を推進いたします。 

また、ほ場整備事業につきましては、令和 4 年度に杵束地区の

採択申請を行う予定としております。 

 有機米の産地化につきましては、令和 4 年度に実証ほ場を設置

し、民間企業や島根県の技術協力も得ながら、安定生産と高付加

価値に取り組んでまいります。農産物の加工につきましては、米

を原料とした農産品の開発及び販売促進のほか、イノシシ肉の受

け入れ促進と販路拡大に取り組み、捕獲された有害鳥獣の有効活

用を図ってまいります。 

 協働によるまちづくりにつきましては、令和 3 年 4 月に 2 つの

まちづくり推進委員会が、1 つになり、「弥栄のみらい創造会議」

として活動を始めました。今後は、本委員会と一緒に、「や市」
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や「ウルトラマラニック」等のイベントや高齢者対策などに取り

組んでまいります。 

 なお、ふるさと体験村につきましては、令和 5 年 4 月の再開に

向け、本定例会議に関連議案を提案させていただきます。 

  

（4）三隅地域 

 三隅地域におきましては、引き続き「石州和紙や西条柿などの

地域資源を活かした産業振興」、「住民主体の地域づくり」を進

めてまいります。 

 石州和紙につきましては、技術の継承や後継者の育成、原紙・

加工品の販売促進、原材料の「楮」の生産維持・拡大に取り組ん

でまいります。 

 西条柿につきましては、品質の向上を図るとともに、ボランテ

ィアの協力による作業負担の軽減と収穫量の増加に向けた取組を

支援いたします。 

 住民主体の地域づくりにつきましては、住民と行政が一体とな

った協働の関係を築き、地域が主体的に取り組む活動や課題解決

を支援いたします。 

 特に、住民自治組織や福祉・介護施設等が参加する合同防災訓

練による地域防災力の向上や、リハビリテーションカレッジ島根
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と連携した認知症予防運動や口腔ケアなどの介護予防に取り組ん

でまいります。 

 なお、三隅発電所 2 号機につきましては、本年 11 月の営業開始

を予定されており、現在、施設がほぼ完成し、一部試運転を始め

られていると伺っております。引き続き地域住民や事業者と連携

し、必要な支援を行ってまいります。 

 

以上、各地域の計画について説明いたしました。 

 

5 中山間地域対策 

次に、本市にとって重要な課題であります、中山間地域対策に

ついて申し上げます。 

中山間地域対策につきましては、令和 3 年度から 5 年間で 10 億

円の中山間地域振興枠を設け、農地の保全や鳥獣対策、地域公共

交通の環境整備など、中山間地域課題の解決に向けた取組を行っ

ております。 

特に、令和 4 年度は、①情報・通信環境の整備については、ケ

ーブルテレビの統合や新たな防災情報システムの導入検討、②交

通確保対策では、あいのりタクシー等の運行支援、③地域産業の

振興では、地域農業の維持に向けた担い手育成支援や温泉を核と
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した活性化に取り組んでまいります。 

 

6 健全な市政運営に向けた取組 

次に、健全な市政運営に向けた取組について申し上げます。 

 

（1）行財政改革の取組 

行財政改革につきましては、令和 3 年度に策定しました「浜田

市行財政改革実施計画」及び「浜田市公共施設再配置実施計画」

を着実に実行いたします。 

新たな行政需要に対応し、必要な事業を着実に実施していくた

め、「浜田市行財政改革大綱」に掲げる「スクラップ・フォー・ビ

ルド」を基本理念に、既存事業の見直しを進め、遊休財産の売却

をはじめとした自主財源の確保に取り組んでまいります。 

自治体ＤＸにつきましては、本年 4 月に「（仮称）デジタル推進

室」を設置し、令和 4 年度を「ＤＸ元年」と位置付け、行政手続

のオンライン化に対応したシステム整備に着手いたします。また、

策定中の浜田市情報化推進計画に基づき、行政情報化と地域情報

化の整合性を図り、行政の更なる効率化と市民福祉の向上につな

がるデジタル化の方策を検討いたします。 
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（2）令和 4 年度予算 

 令和 4 年度当初予算（案）についてであります。 

 令和 4 年度予算の編成に当たっては、新たに策定いたしました

総合振興計画後期基本計画に沿って、主要事業の予算の確保に努

めております。 

 ハード事業では、引き続き、高度衛生管理型荷さばき所の整備

に取り組むほか、周布橋の架け替え工事に本格的に着手いたしま

す。 

ソフト事業では、カーボンニュートラルを目指した再生可能エ

ネルギーの導入支援に加え、消防団員の処遇改善や、子ども医療

費助成事業の対象年齢の拡充などにも取り組んでまいります。 

 こうしたことから、一般会計の予算規模は 389 億 1,000 万円、

令和 3 年度当初予算と比較して、金額で 16 億 8,000 万円の増、率

にして 4.5％の増となりました。 

 まだまだコロナ禍は続くと思われますので、必要な対策につい

ては臨機応変に対応してまいります。 

一方で、「中期財政計画及び見通し」でお示ししました将来に責

任のある持続可能な財政運営の実現に向け、行財政改革の取組も

並行して行ってまいります。 
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7 最後に 

以上、令和 4 年度の施策について申し上げました。 

令和 4 年度は、私にとりまして、市政運営 3 期目の本格稼働の

年であります。行政を取り巻く課題は、近年ますます多様化して

おり、国の支援や県の協力も得ながら近隣市町と連携して、諸課

題の解決に取り組んでまいります。 

議員各位におかれましても、一層のご理解、ご協力を賜ります

よう、心よりお願い申し上げます。 


